

























めに、体外受精によって得られた複数の胚の 4 ないし 8 細胞期の段階で 1 ないし 2 細胞を
採取して遺伝学的検査を施行し、組織（HLA：ヒト白血球抗原）適合性の高いものを選ん
で子宮に移植し、妊娠するという手法である。学術論文では一般に「組織適合検査を伴う











 2000 年 8 月、米国コロラド州在住のナッシュ夫妻（Jack and Lisa Nash）は、遺伝子
異常による先天性再生不良性貧血であるファンコーニ貧血（Fanconi anaemia）に罹患し
ている娘モリー（Molly Nash、当時 6 歳）への治療（臍帯血移植）目的で、ミネソタ大学











 ナッシュ夫妻は体外受精により 30 個の胚を作製し、そのうち 5 個が「適切な遺伝子構
成」をもっており、4 回目の胚移植で最後の胚のみが妊娠に至り、それがアダムの誕生と
なった。アダム出生時に得られた臍帯血を移植した 4 週間後、モリーの骨髄機能は回復し、
その 3 年後も造血および免疫機能は正常であったという。 
 PGD-ESという手法ではなく自然妊娠によるものだが、兄姉の治療という目的で子作り
を行った事例として、アヤラ事例が知られている。米国ロサンゼルス在住のアヤラ夫妻
（Abe and Mary Ayala）は、19 歳の娘アニーシャ（Anissa）が白血病で危険な状態にあ










 英国では、ノッティンガムのパーク病院生殖補助センターに、2000 年 10 月、二つの家
族が、モリーの場合と同じくファンコーニ貧血の子の治療のために着床前診断の施行を求




thalassaemia）に罹患しているザイン・ハシミ（Zain Hashmi、当時 2 歳）という少年へ










 HFEAは、2001 年 11 月に組織適合選別を伴う着床前診断施行に許可を与える決定をし、








 この決定に対して、プロライフ（中絶反対）派のグループ（Comment on Reproductive 
Ethics）代表のクィンタヴァル（Josephine Quintavalle）が高等法院（High Court of 
Justice）に異議申し立てを行い、2002 年 12 月に同院は、現行法のもとでは HFEA には
認可権は認められないという裁定を出した。しかし HFEA 側が控訴院（Court of Appeal）
に上訴し、2003 年 5 月に同院は高等法院の決定を覆し、HFEA に認可権限を認める判決
を下した。しかしこの判決はあくまでも本件に限ってのものであり、個々のケースについ
て審査が必要であることを指摘している。 
 2003 年 4 月、控訴院による容認の決定を受けて、ハシミ夫妻は翌 5 月以降、体外受精
および着床前診断を数回試みたが、結局妊娠には至らなかった。この間も、ザインは 3 週
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